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Bitcoin Savior、169BTC相当の暗号資産回収支援案件を受託 

～CriptoDiverとの連携による解析体制の高度化および進行中案件の状況について～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売れるネット広告社グループ株式会社（本社：福岡県福岡市、代表取締役社長 CEO：植木原宗平、以下 売

れるネット広告社グループ）は、連結子会社であるビットコイン・セイヴァー株式会社（以下 Bitcoin 

Savior）が、169BTC相当の暗号資産に関する回収支援案件を新たに受託し、現在、解析および技術調査業務

を進行していることをお知らせいたします。 

 

1．169BTC相当（日本円換算：17億円相当/2026年 3月 2日時点）案件の概要および進捗状況 

本件は、169BTC相当の暗号資産を対象とした回収支援案件であり、Bitcoin Saviorがこれまでに培ってき

たブロックチェーン解析技術および調査ノウハウを活用し、回収可能性の精査および最適な支援プロセスの検

討を進めているものです。 

現在は、ブロックチェーン上の取引履歴解析、関連アドレスおよびウォレット構造の調査、技術的制約条件

の整理、解除（回収）に向けた技術的検討等を進行している段階にあります。 

なお、本件は比較的大規模な暗号資産を対象とする案件であり、Bitcoin Saviorにおける解析対応力の実

運用検証およびサービス領域拡張の一環として位置付けております。 

解除（回収）の成否や時期、成果報酬の発生有無および金額等については、現時点では未確定です。 
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2．CriptoDiverとの連携状況および実運用への組み込み 

2026年１月、Bitcoin Saviorと CriptoDiverとの間で、暗号資産回収支援における解析・調査領域の高度

化を目的とした技術連携を開始いたしました。 

当該連携においては、ブロックチェーン上の取引履歴分析、関連アドレスの追跡、トランザクション構造の

可視化、解析結果の多面的検証といった工程において、CriptoDiver の解析技術およびツールを活用し、

Bitcoin Saviorの調査・判断プロセスを補完しております。 

現在進行中の 169BTC相当案件を含む複数案件において、当該連携スキームを実運用に組み込んでおり、解

析効率の向上、調査精度の補完、解析プロセスの体系化、といった効果が段階的に確認されております。 

これにより、Bitcoin Savior の解析対応体制は、再現性・安定性の観点からも高度化が進んでいるものと

認識しております。 

 

3．ビジネスモデルおよび事業的意義 

Bitcoin Saviorの回収支援サービスは、解除（回収）成功時にのみ成果報酬が発生する成果報酬型モデル

を基本としており、原則として解除された暗号資産価値の 40％を成果報酬とする契約形態を採用しておりま

す。ただし、具体的な報酬条件については案件内容、技術難易度、対応範囲等を踏まえて個別に設定されるた

め、本件における成果報酬の発生有無や金額を現時点で確定するものではありません。 

本件のような大規模案件への対応は、解析技術の高度化、オペレーション体制の検証、案件ポートフォリオ

の多様化、暗号資産回収支援分野における知見の蓄積といった観点から、中長期的な事業基盤の強化に資する

ものと位置付けております。 

 

4．今後の見通し 

本件は現在、解析・調査段階にあり、解除（回収）の成否や時期、成果報酬の発生有無および金額等は未確

定です。そのため、現時点において当社連結業績に重要な影響を与えるものではありません。今後、業績に重

要な影響を与える事象が判明した場合には、適切な時期に速やかに開示いたします。 

 

※日本円換算額は、発表日時点の暗号資産市場価格を基に算出した概算であり、暗号資産価格の変動により実

際の価値は変動する可能性があります。 

 

以 上 


